
【行政事務ＡＩ・ＩＣＴ化 ロードマップ】

【複雑・高度な処理を行うＡＩの導入】

・ＡＩ・ＩＣＴ化は，今後の行政運営のあり方を見据え，業務の見える化，実態把握・分析をしたうえで，業務の集約化を図りながら，対象業務の絞り込み・導入手法の検討を進める。

・ＡＩ・ＩＣＴ化によって，業務を効率化・標準化・集約化することで，会計年度任用職員等他の任用形態の職員でも処理を可能とするなど，正職員の採用者数の抑制を図る。

・複雑・高度な処理を行うＡＩの導入拡大には，膨大なデータの蓄積が必要となるため，データを収集・活用できる仕組みの構築など，段階的に進めていく必要がある。

・大きな業務改善効果が期待でき，早期の導入が見込まれる，給与事務，文書事務など各部局共通の庁内共通事務および各部局所管事務のＩＣＴ化から着手し，各部局のＡＩ・ＩＣＴ化の横展開につなげる。

⾏政事務ＡＩ・ＩＣＴ化の考え⽅
「函館市⾏財政改⾰推進プラン」，「⼈⼝減少と職員数の考察」
【現状・課題】

・将来の人口規模に見合った職員数とするため，段階的な正職員の採用者数の抑制が必要。

・今後，行政責任は拡大，市民ニーズは多様化・高度化。職員一人あたりの業務は複雑かつ広範に。

■事務事業・組織機構の抜本的見直し ■会計年度任用職員等の活用 ■外部委託化の拡大

■業務プロセスの標準化・効率化 ■行政事務のＡＩ・ＩＣＴ化

【対応手法】

行政事務ＡＩ・ＩＣＴ化の取り組みの考え方

【庁内共通事務】 【各部局所管事務】 【複雑・高度な処理を行う
ＡＩの導入】

ＡＩ技術の進捗状況，行政需要，
ビッグデータの活用状況，費用対
効果などを踏まえ，実現可能性の
検討をしていく。

【庁内共通事務】

２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度以降

実務担当者へ
の意見照会

庁内共通事務ＷＧ
による検討・導入

【各部局所管事務】 各部局へ取
組状況照会

各部局所管事務の検討・導入
（ＲＰＡ，証明書自動交付等）

・情報収集（ＡＩ技術の進捗状況，行政需要，ビッグデータの活用状況等）
および実現可能性の検討
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(人)

※黄色：退職予定者数
（各年度の前年度中の退職予定者数）

※青色：採用予定者数

退職者数と採用者数の差
については職員数の見直
しや任用の工夫が必要

○ 退職予定者・採用予定者の試算
（「人口減少と職員数の考察」から抜粋）

事務事業の⾒直しに加え，⾏政事務のＡＩ・ＩＣＴ化や会計
年度任用職員等の活用により，正職員の削減を進める。

比較的早期の導入
が見込まれるもの

中・長期的視点で検
討が必要なもの

・プロジェクトチーム等の設置による推進体制強化
・ＡＩ・ＩＣＴ等の導入拡大

・実現可能性の高い
ものから導入

基盤として活用

※発生源入力：個々の職員が直接パソコンから
入力・申請等を行うこと

・各部局にＡＩ・ＩＣＴ等の取組状況の照会等を行い，今後，
業務の見える化により業務実態を把握したうえで，所管部
局と協議しながら，早期の導入が見込まれるものについて，
導入手法等の検討を進めていく。

・業務の見える化による業務実態の把握・分析（業務マニュアルの整備）
・ＲＰＡ（ＡＩ等による業務の自動処理技術）の活用


